








要約:子どものメディア体験としてのテレビ・テレビゲーム利用等の実態を把握し、現代

の子どもの情報環境に関する特性やそれを利用する子どもの適応力や問題点を明らかにす

るための調査をした結果、特にニューメディアとしてのファミコンに取り組む子どもたち

は、あらゆることに積極的であった。ファミコンは、子どもたちの情報源であり、友人関

係を創り出す媒体にもなっていた。しかし、その利用度においては男女に差があった。女

子のメディア利用の主流は、従来通りテレビであった。

子どものメディア行動は、親がその遊びを許容することによって成立する傾向がある。フ

ァミコンはテレビの出現時と同様、一般的な「遊び」と決定的に違うところは、子どもの

遊びに親が関与することである。子どもの情報環境は、テレビからファミコンヘの連続性

をもった過渡期にあると考えられる。


